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1960

1970

東京都
墨田区で
創立

1958 1962

1971 1977

1980

東京都
墨田区で
設立

ステファン社
（ドイツ）と
取引開始

1964

ポリクリップ社
（ドイツ）と
取引開始

1966

ハントマン社（ドイツ）
と取引開始

1950年代　スーパーマーケットが登場

1955　神武景気（～57）

1958　岩戸景気（～61） 1964　東京オリンピック・パラリンピック開催

1965　いざなぎ景気（～70）

1966　カラーテレビ、カー、クーラーが新三種の神器に

1968　レトルト食品の発売を開始、米国に次いで     GNP世界2位に

設立10年を迎える
ムルチバック社（ドイツ）と
取引開始

千葉県
松戸市に
センタービル
建設

1973

仙台営業所
開設

大阪支店
開設

1970頃 ファミリーレストランやコン     ビニエンスストアが登場

1971　ファーストフー     ド店が登場

1973　第1次石油危機

1974　地価上昇率が史上最高に

1979　第2次石油危機

設立20年を
迎える

仙台営業所
が支店に
昇格

1983

仙台支店ビル
（nasco-Ⅰビル）
完成

1984

東京支店
（築地）開設

1986 1989

1982　500円硬貨発行 1985　プラザ合意 1986　男女雇用機会均等法施行

1987　ニューヨーク株式市場で大暴落（暗黒の月曜日）

1960　国民所得倍増計画が決定（国家の政策として高度経済成長を推進）

1989　平成に改元、消費税スタート（3％）、東京証券取引所の平均株価が史上最高値に（3万8,915円 終値）

仙台支店ビル
（nasco-Ⅱビル）
完成

中村産業株式会社の出来事

社会の出来事

松戸センタービルで実施した、
ムルチバック社の技師による機械の操作説明会

松戸センタービルで行われた、
ドイツの技術者によるゼミナール風景

海外の食品工場の風景（創立時頃）



平成
令和
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1990

設立30年
を迎える
松戸
センター
ビルを改築

1991

1990　東京証券取引所の平均株価が2万円を割る（バブル経済崩壊の兆し）

1993　欧州連合（EU）発足

1995　阪神・淡路大震災

1996　病原性大腸菌O157集団食中毒が発生

2000 2004

システムエンジニア
リング部を開設

2005

ウィット社
（ドイツ）と
取引開始

2006

ボルガプラスト社（アイスランド）と取引開始
ライオンハイジーン株式会社と取引開始
マレル社（アイスランド）と取引開始

2007

副社長の中村剛太郎が
代表取締役社長に就任
サニマチック社（アメリカ）と
取引開始

2008

フォームクック社
（スウェーデン）と
 取引開始

2010

設立50年   
を迎える

2011 2013 2014 2015 2016 2017 2018

2020

大森機械工業株式会社と
アライアンス開始
シールパック社（ドイツ）と
取引開始

大阪支店移転
ＮＥＣファシリティーズ株式会社とアライアンス開始
スーパーバック社（オーストリア）と取引開始

執行役員
制度導入

仙台支店移転
パーフォテック社
（オランダ）と取引開始

福岡支店開設
盛岡営業所開設
マヤ社（ドイツ）と取引開始

九州（大分）営業所開設
レオンハード社（ドイツ）と取引開始
レックス社（オーストリア）と取引開始
ナーバー社（オランダ）と取引開始
セイコーインスツル株式会社と取引開始

ＫＧヴェッター社（ドイツ）と
取引開始
エア・リキード工業ガス
株式会社と本格取引開始

設立60年
を迎える

設立40年
を迎える

松戸セン
タービル
新倉庫を
建設

2000　乳製品で集団食中毒発生

2001　BSE（狂牛病）感染牛を国内で初発見、米で同時多発テロ

2004　国内で鳥インフルエンザ確認 2008　リーマン・ブラザーズが経営破綻     （リーマン・ショック）

2011　東日本大震災

2012　生の牛レバーの提供が禁止に

2013　2020年オリンピック・パラリンピックの開催が東京に決定、メニュー偽装問題が発生

2014　消費税の税率を5％から8％に引き上げ

2016　マイナス金利政策開始

2019　令和に改元

2019　消費税の税率を8％から10％に引き上げ
中村産業株式会社の出来事

社会の出来事

1997　消費税の税率を3％から5％に引き上げ、金融機関の破綻が続く

1999　日銀が短期金融市場の金利をゼロに

2002　欧州連合（EU）の共通通貨ユーロ流通開始

2007　食品偽装事件が相次ぐ

2019年に実施した展示会の様子

マレル社（アイスランド）

シールパック社　　（ドイツ）


